契約履行実績による契約保証金の納付の免除について
（委託業務（建設コンサルタント業務等を除く。））
　契約履行実績による契約保証金の納付の免除を申請しようとする者は、落札決定後、契約を締結しようとする日（※１）までに「契約保証金免除申請書」　【別添１】を契約担当課へ提出してください。（※２）

　なお、契約保証金免除申請の承認には、次に掲げる条件を全て満たしている必要があります。
	⑴　契約を締結しようとする日から過去２年間に国又は地方公共団体と種類及び規模をほぼ同じくする契約を２回以上にわたって締結し、これらをすべて誠実に履行していること。

　⇒「契約保証金免除申請に係る契約履行実績について」【別添２】参照
⑵　広島市税について滞納がないこと。

⑶　消費税及び地方消費税について未納税額がないこと。

　⇒「契約保証金免除申請に係る納税証明書について」【別添３】参照


※１　「契約を締結しようとする日」は、原則として、落札決定した日から５日以内の日（最終日が、広島市の休日を定める条例第１条第１項各号に掲げる日に当たるときは、最終日後において、最終日に最も近い同項各号に掲げる日でない日）となります。詳しくは、入札公表等に記載の契約担当課にお問合せください。

※２　契約保証金免除申請の承認には、本協会による審査が必要であり、契約締結日になって初めて契約履行実績による契約保証金の納付の免除を申請すると、本協会において上記条件の確認ができない場合があることから、必ず落札決定後のできるだけ早い時期に、契約担当課に申請してください。

（入札参加者交付用）











